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三

東
京
大
学
史
史
料
室
彙
報

平
成
二
四
年
二
月
よ
り
平
成
二
五
年
一
月
末
ま
で
の
東

京
大
学
史
史
料
室
事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
資
料
収
集
〉

○
史
料
受
贈
等
（
件
名
・
日
付
は
「
史
料
室
日
誌
抄
録
」『
東

京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

一
〇
点

○
学
外
よ
り
の
受
贈
図
書
（
図
書
名
は
『
東
京
大
学
史
史

料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）　

一
八
五
点

○
学
内
受
入
図
書
類　

二
五
三
点

○
購
入
図
書　

一
点
（『
法
学
部
卒
業
記
念
写
真
帖
』
昭
和

三
年
三
月
）

〈
史
料
公
開
・
調
査
活
動
〉

○
研
究
活
動

『
東
京
大
学
史
紀
要
』（
年
一
回
発
行
）

編
集
・
発
行
：
東
京
大
学
史
史
料
室

第
三
〇
号　

二
〇
一
二
年
三
月
発
行　

　
　
　
　
　

Ｂ
５
版
一
〇
八
頁　

七
〇
〇
部
印
刷

○
広
報
活
動

『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』（
年
二
回
発
行
）

編
集
・
発
行
：
東
京
大
学
史
史
料
室

　

第
四
八
号　

二
〇
一
二
年
三
月
三
一
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
八
頁　

一
六
〇
〇
部
印
刷

　

第
四
九
号　

二
〇
一
二
年
一
一
月
三
〇
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　

Ａ
４
版
八
頁　

一
六
〇
〇
部
印
刷

○
見
学

平
成
二
四
年
三
月
一
四
日

　

金
沢
大
学
資
料
館
職
員
の
見
学

平
成
二
四
年
六
月
二
〇
日

　

東
京
工
業
大
学
博
物
館
職
員
の
見
学

平
成
二
四
年
七
月
三
一
日

　

武
庫
川
女
子
大
学
職
員
の
見
学

平
成
二
四
年
一
〇
月
一
八
日

　

情
報
学
環
小
川
千
代
子
ゼ
ミ
の
見
学

○
閲
覧　

※
安
田
講
堂
改
修
工
事
に
と
も
な
い
、
平
成

二
四
年
七
月
一
二
日
よ
り
閲
覧
停
止

　

閲
覧
者
数　

延
六
三
名
（
学
内
二
〇
名
、学
外
四
三
名
）

・ 

学
術
論
文
作
成
の
た
め
、「
渡
邊
洪
基
史
料
」
を
閲
覧
。

・ 

明
治
期
に
お
け
る
文
部
省
直
轄
学
校
関
係
者
の
活
動
調

査
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治
一
六
～
一
八
年
分
、

二
一
、二
二
、二
四
、二
五
年
を
閲
覧
。

・ 

総
合
図
書
館
前
ク
ス
ノ
キ
の
調
査
の
た
め
、『
東
京

大
学
百
年
史
』、『Reconstruction Album

 Tokyo 

Im
perial U

niversity Library 1923-1929

』
を
閲

覧
。

・ 

吉
野
作
造
と
上
杉
慎
吉
の
研
究
の
た
め
、「
渡
辺
洪
基
史

料
」、「
加
藤
弘
之
史
料
」、「
坪
井
九
馬
三
史
料
」
を
閲
覧
。

・ 

文
部
省
海
外
留
学
生
派
遣
に
つ
い
て
の
調
査
の
た
め
、

『
文
部
省
派
遣
海
外
留
学
生
関
係
』、『
海
外
留
学
生
関
係

書
』、『
留
学
生
関
係
書
類
』
を
閲
覧
。

・ 

研
究
資
料
閲
覧
の
た
め
、『
昭
和
二
～
十
年
寄
附
関
係
書

類
』、『
昭
和
二
十
二
年
国
有
財
産
台
帳
』、『
大
正
九
～

昭
和
元
年
寄
附
ニ
関
ス
ル
書
類
』、『
昭
和
二
年
国
有
財

産
調
』
を
閲
覧
。

・ 

論
文
執
筆
の
た
め
、『
昭
和
十
四
年
度
大
学
制
度
臨
時
審

査
委
員
会
決
議
・
報
告
等
』、『
大
学
制
度
審
査
準
備
委

員
会
記
録
』、『
大
学
制
度
臨
時
審
査
委
員
会
議
事
録　

乙
』、『
大
学
制
度
臨
時
審
査
委
員
会
概
要
』、『
大
学
制

度
臨
時
審
査
委
員
会
昭
和
十
四
年
度
』、『
大
学
制
度
臨

時
審
査
委
員
会
審
議
決
定
事
項
自
昭
和
十
四
年
六
月
至

彙　

報
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四

同
十
五
年
七
月
』
を
閲
覧
。

・ 
研
究
調
査
の
た
め
、『
東
京
大
学
卒
業
生
氏
名
録
』
を
閲

覧
。

・ 

研
究
の
た
め
、『
学
術
研
究
会
議
』
昭
和
一
四
年
～
一
九

年
分
を
閲
覧
。

・ 

東
京
大
学
法
学
部
の
戦
後
か
ら
九
〇
年
代
ま
で
の
財
政

運
営
に
つ
い
て
の
調
査
の
た
め
、『
東
京
大
学
百
年
史
』

通
史
三
、
部
局
史
一
を
閲
覧
。

・ 

文
部
省
往
復
、
検
印
録
の
史
料
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
文

部
省
往
復
目
録
』
明
治
一
五
年
～
三
五
年
分
、『
検
印
録

目
次
目
録
』
明
治
一
二
～
四
四
年
分
を
閲
覧
。

・ 『
大
臣
准
允
』
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
大
臣
准
允
』

明
治
一
八
～
二
〇
年
分
、
二
七
～
三
〇
年
分
を
閲
覧
。

・ 

学
内
建
築
物
文
化
財
調
査
の
た
め
、「
内
田
祥
三
史
料
」、

『
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
復
興
』
を
閲
覧
。

・ 『
検
印
録
』
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
検
印
録
』
明
治

一
八
年
、
一
九
～
三
二
年
分
、
二
〇
・
二
一
年
を
閲
覧
。

・ 

戦
後
大
学
改
革
の
研
究
の
た
め
、『
新
大
学
制
実
施
準
備

委
員
会
』（
一
）、（
二
）、（
三
）
を
閲
覧
。

・ 『
検
印
録
』
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
検
印
録
』
明
治

二
〇
～
二
三
年
分
、
二
六
、二
七
年
を
閲
覧
。

・ 

研
究
論
文
作
成
の
た
め
、「
古
在
由
直
史
料
」
を
閲
覧
。

・ 『
検
印
録
』
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
検
印
録
』
明
治

二
七
～
三
三
年
分
、
三
二
～
四
〇
年
分
を
閲
覧
。

・ 

附
属
図
書
館
資
料
調
査
の
た
め
、「
内
田
祥
三
史
料
」、

『
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
復
興
』、『
図
書
復
興
関
係
書
類
』

明
治
二
九
年
、『
図
書
館
建
築
関
係
』
明
治
三
〇
年
を
閲

覧
。

・ 『
検
印
録
』
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
検
印
録
』
明
治

一
八
～
二
三
年
分
、
二
九
～
三
三
年
分
を
閲
覧
。

・ 『
文
部
省
達
』
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
達
』

明
治
二
〇
～
二
三
年
分
、
明
治
二
四
～
二
六
年
分
を
閲

覧
。

・ 

明
治
期
の
教
育
に
関
す
る
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
准
允
』

明
治
一
七
・
一
八
年
、
明
治
一
九
～
二
一
年
分
、『
各
分

科
大
学
往
復
』
明
治
一
九
年
、『
検
印
録
』
明
治
一
八
年
、

明
治
一
九
～
三
二
年
分
、
明
治
二
〇
～
二
一
年
分
、
明

治
二
二
～
二
三
年
分
を
閲
覧
。

・ 

学
習
院
関
係
資
料
収
集
の
た
め
、「
渡
辺
洪
基
史
料
」
を

閲
覧
。

・ 

研
究
活
用
の
た
め
、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治
五
年

（
甲
）、
明
治
五
年
（
乙
）
を
閲
覧
。

・ 『
秘
書
』、『
文
部
省
達
』
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、『
秘
書
』

明
治
二
五
～
二
九
年
分
、
三
〇
～
三
二
年
分
、『
文
部
省

達
』
明
治
二
〇
～
二
三
年
分
、
明
治
二
四
～
二
六
年
分

を
閲
覧
。

・ 

明
治
期
の
教
育
に
関
す
る
研
究
の
た
め
、「
渡
辺
洪
基
史

料
」
を
閲
覧
。

・ 

農
正
門
門
扉
の
装
飾
グ
リ
ル
調
査
の
た
め
、「
内
田
祥
三

史
料
」
を
閲
覧
。

・ 

建
築
学
会
発
表
論
文
資
料
の
た
め
、『
大
正
十
三
年
土

地
ニ
関
ス
ル
書
類
』（
千
葉
演
習
林
、
地
震
研
究
所
）、

『
大
正
十
一
年
土
地
ニ
関
ス
ル
書
類
』（
天
文
台
、
植
物

園
）、『
明
治
四
十
五
年
以
降
土
地
関
係
書
類
』、『
大
正

十
二
年
愛
知
県
演
習
林
庁
舎
』、『
文
部
省
往
復
』
大
正

一
二
、一
三
年
を
閲
覧
。

・ 

研
究
活
用
の
た
め
、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治
五
年

（
乙
）
を
閲
覧
。

・ 「
加
藤
弘
之
日
記
」
の
調
査
研
究
の
た
め
、「
加
藤
弘
之

史
料
」
を
閲
覧
。

・ 

明
治
期
の
教
育
に
関
す
る
研
究
の
た
め
、『
各
分
科
大
学

往
復
』
明
治
一
九
年
、『
大
学
問
題
関
係
書
』
明
治
一
七

年
、『
雑
書
類
綴
』
明
治
二
〇
年
、『
文
部
省
達
』
明
治

一
四
年
を
閲
覧
。

・ 

明
治
期
の
教
育
に
関
す
る
研
究
の
た
め
、『
諸
願
申
上

帳
』、『
留
学
生
関
係
書
綴
』、『
天
文
台
引
継
及
遍
歴
事

務
関
係
書
類
』、『
各
分
科
大
学
往
復
』
明
治
一
九
年
、『
本

省
諸
学
校
来
翰
』、『
天
文
台
引
継
及
遍
歴
事
務
関
係
書

類
』、『
私
立
法
律
学
校
往
復
及
雑
書
綴
込
』
を
閲
覧
。



一
六
五

・ 
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治
五
年
（
甲
）、

『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治
五
年
（
乙
）
を
閲
覧
。

・ 

旧
植
民
地
下
朝
鮮
の
高
等
教
育
に
関
す
る
資
料
調
査
の

た
め
、「
古
在
由
直
史
料
」
を
閲
覧
。

・ 

博
士
論
文
作
成
の
た
め
、「
渡
辺
洪
基
史
料
」、『
大
臣
准

允
』
明
治
二
一
年
、『
検
印
録
』
明
治
二
六
年
、『
文
部

省
往
復
』
明
治
二
一
年
を
閲
覧
。

・ 

中
田
薫（
東
京
帝
国
大
学
教
授
）の
人
物
史
研
究
の
た
め
、

『
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
卒
業
記
念
帖
』
昭
和
六
年
度
を

閲
覧
。

・ 

研
究
利
用
の
た
め
、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治
六
年

（
甲
）、
明
治
六
年
（
乙
）
を
閲
覧
。

・ 

久
保
田
譲
関
係
文
書
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、「
久
保
田

譲
関
係
文
書
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、「
文
部
省
及
諸
向

往
復
」
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
閲
覧
。

・ 

文
部
省
往
復
を
中
心
と
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
た

め
、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治
六
年
（
丙
）
を
閲
覧
。

・ 

科
学
研
究
費
研
究
調
査
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治

六
年
（
丁
）、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治
七
年
（
甲
）

を
閲
覧
。

・ 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』

明
治
六
年
（
丙
）、
明
治
七
年
（
乙
）
を
閲
覧
。

・ 

附
属
図
書
館
資
料
調
査
の
た
め
、「
内
田
祥
三
史
料
」
を

閲
覧
。

・ 

研
究
調
査
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治
八
年
（
甲
）、

『
文
部
省
往
復
』
明
治
八
年
（
乙
）
を
閲
覧
。

・ 

学
内
資
源
横
断
型
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
予
備

調
査
の
た
め
、『
図
書
復
興
関
係
書
類
』明
治
二
九
年
、『
図

書
館
建
築
関
係
』
明
治
三
〇
年
を
閲
覧
。

○
照
会

照
会
者
数　

延
一
〇
二
名
（
学
内
一
八
名
、
学
外
八
四

名
）

・ 

史
料
室
の
所
蔵
史
料
の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
一
〇
年
の
学
部
構
成
に
つ
い
て
。

・ 
戦
時
中
に
東
大
に
在
職
し
て
い
た
人
物
（
助
手
）
の
氏

名
が
確
認
で
き
る
資
料
に
つ
い
て
。

・ 

東
京
大
学
が
本
郷
に
移
っ
て
き
た
明
治
一
九
年
、
二
〇

年
頃
の
写
真
の
有
無
に
つ
い
て
。

・ 

総
合
図
書
館
前
の
ク
ス
ノ
キ
の
植
樹
年
月
日
に
つ
い
て
。

・ 

百
年
史
通
史
二
の
一
六
六
頁
に
坪
井
九
馬
三
の
日
記（
明

治
三
八)

か
ら
引
用
が
あ
る
が
、
坪
井
の
資
料
に
は
明
治

三
九
年
以
降
の
日
記
し
か
な
い
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

・ 

乃
木
将
軍
の
名
に
ち
な
ん
だ
旧
制
一
高
の
寮
「
朶
寮
」

の
読
み
方
に
つ
い
て
。

・ 

一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
当
時
の
学
生
が
配
布
し
て

い
た
サ
ー
ク
ル
勧
誘
な
ど
の
ち
ら
し
の
有
無
に
つ
い
て
。

・ 

東
京
大
学
の
初
代
総
長
は
渡
邊
洪
基
で
間
違
い
が
な
い

か
。
ま
た
、
帝
国
大
学
設
立
当
時
（
明
治
一
九
年
）
に

制
定
さ
れ
た
制
服
に
つ
い
て
。

・ 

大
学
紛
争
に
伴
う
入
試
中
止
の
年
度
に
つ
い
て
。

・ 

東
京
大
学
の
入
試
制
度
の
変
遷
が
分
か
る
文
献
は
な
い

か
。

・ 

洋
学
者
三
崎
嘯
輔
に
関
す
る
史
料
の
有
無
に
つ
い
て
。

・ 

史
料
保
存
委
員
を
つ
と
め
て
い
た
在
任
期
間
に
つ
い
て
。

・ 

昭
和
一
二
年
頃
の
大
学
制
度
臨
時
審
査
委
員
会
の
議
事

録
等
の
有
無
に
つ
い
て
。

・ 

昭
和
三
年
や
八
年
の
地
震
研
究
所
施
設
に
関
す
る
寄
附

行
為
の
簿
冊
史
料
の
有
無
に
つ
い
て
。

・ 

教
育
勅
語
に
つ
い
て
。

・ 

野
球
部
長
も
つ
と
め
た
長
与
又
郎
が
揮
毫
し
た
看
板
の

保
管
先
に
つ
い
て
。

・ 『
東
京
大
学
の
百
年
』（
一
九
七
七
年
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
明
治
期
の
東
京
大
学
に
関
す
る
写
真
の
利
用
申
請

に
つ
い
て
。

・ 

恩
賜
の
銀
時
計
制
度
に
つ
い
て
。

・ 『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
料
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
史
料
の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て
。

・ 

第
二
工
学
部
出
身
だ
が
、
当
時
（
昭
和
二
一
～
二
四
年
）
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の
講
座
名
と
教
員
の
氏
名
が
分
か
る
資
料
を
教
え
て
ほ

し
い
。

・ 

明
治
一
〇
年
代
東
大
に
入
学
し
た
者
の
保
証
人
に
つ
い

て
分
か
る
文
献
の
有
無
に
つ
い
て
。

・ 

公
文
書
管
理
法
に
と
も
な
う
歴
史
資
料
等
保
有
施
設
に

つ
い
て
。

・ 

明
治
初
期
の
東
校
の
教
職
員
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
。

・ 

一
九
一
〇
～
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
外
国
人
教
師
に
つ

い
て
。

・ 

前
田
家
所
有
の
古
文
書
を
以
前
大
学
内
で
見
た
記
憶
が

あ
る
が
、
そ
の
史
料
は
現
在
ど
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る

か
。

・ 

映
画
製
作
を
し
て
お
り
一
九
五
〇
年
代
の
大
学
院
生
に

つ
い
て
調
査
し
て
い
る
が
、
大
学
構
内
の
風
景
や
講
義

の
流
れ
等
分
か
る
資
料
を
教
え
て
ほ
し
い
。

・ 

大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
の
利
用
申
請
に
つ
い
て
。

・ 『
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
所
収
の
服
部
一
三
の
写
真
の
利

用
申
請
に
つ
い
て
。

・ 『
巽
軒
日
記
―
自
明
治
三
三
年
至
明
治
三
九
年
―
』

（
二
〇
一
二
年
）を
入
手
し
た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

・ 

砲
兵
学
校
に
い
た
中
尉
が
大
正
時
代
（
一
三
～
一
四
年

頃
）
に
東
京
帝
国
大
学
の
聴
講
生
と
し
て
在
籍
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
年
月
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

・ 

帝
国
大
学
時
代
の
航
空
研
究
所
の
設
置
年
月
に
つ
い
て
。

・ 「
新
大
学
制
度
実
施
準
備
委
員
会
議
事
録
」
の
付
帯
史
料

「
国
立
大
学
（
二
）
理
事
会
設
置
に
対
す
る
意
見
書
」
と

い
う
史
料
の
有
無
に
つ
い
て
。

・ 

東
京
大
学
史
史
料
室
の
英
称
に
つ
い
て
。

・ 

戦
後
中
国
人
で
東
大
講
師
を
つ
と
め
た
女
性
に
つ
い
て
。

・ 

百
年
史
通
史
二
（
八
九
六
頁
）
の
出
典
元
で
あ
る
『
公

文
類
聚
』
の
所
在
先
に
つ
い
て
。

・ 

昭
和
一
三
年
頃
の
帝
大
新
聞
で
の
旧
制
高
校
に
関
す
る

連
載
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
三
五
年
一
二
月
に
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
と
思
わ

れ
る
人
物
の
卒
業
期
に
つ
い
て
。

・ 
進
学
振
り
分
け
で
、
文
科
三
類
が
制
度
上
実
施
導
入
さ

れ
た
時
期
に
つ
い
て
。

・ 

安
田
講
堂
は
な
ぜ
安
田
講
堂
と
呼
ば
れ
る
の
か
。

・ 

工
部
大
学
校
関
係
の
写
真
等
寄
贈
先
に
つ
い
て
。

・ 「
帝
大
」
と
書
か
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
は
い
つ
頃
設
置
さ
れ

た
の
か
。

・ 

翻
刻
し
た
『
巽
軒
日
記
―
自
明
治
三
三
年
至
明
治
三
九

年
―
』（
二
〇
一
二
年
）
は
文
京
区
小
石
川
図
書
館
に
あ

る
日
記
を
対
象
と
し
た
も
の
か
。

・ 

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
一
九
二
九
～

一
九
三
〇
年
代
（
第
一
～
三
回
）
の
原
著
論
文
の
有
無

に
つ
い
て
。

・ 

小
金
井
良
精
史
料
の
有
無
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
一
九
年
に
前
年
制
定
し
た
大
学
創
立
記
念
日
を
三

月
一
日
に
変
更
し
た
の
は
い
つ
か
。

・ 

大
河
内
総
長
と
寺
澤
事
務
取
扱
の
氏
名
（
ロ
ー
マ
字
）

表
記
に
つ
い
て
。

・ 

丹
下
健
三
（
一
九
三
八
年
三
月
卒
）
及
び
山
田
守
（
一
九 

二
〇
年
七
月
卒
）
が
卒
業
し
た
当
時
の
学
部
の
正
式
名

称
に
つ
い
て
。

・ 

文
科
大
学
に
在
籍
し
た
と
思
わ
れ
る
人
物
の
関
係
史
料

に
つ
い
て
。

・ 「
法
学
部
卒
業
記
念
写
真
帖
」
明
治
四
一
年
七
月
版
の
写

真
帖
に
中
山
薫
助
教
授
の
写
真
及
び
昭
和
六
年
三
月
版

の
写
真
帖
に
中
田
教
授
の
写
真
（
及
び
色
紙
の
写
真
）

は
あ
る
か
。
ま
た
、
大
正
一
三
年
四
月
版
の
写
真
帖
に
、

後
に
法
制
史
学
者
と
な
る
学
生
金
田
平
一
郎
（
法
律
学

科
（
独
逸
））
の
写
真
は
あ
る
か
。

・ 

外
山
正
一
史
料
の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
一
〇
年
代
を
研
究
し
て
い
る
研
究
者
に
つ
い
て
。

・ 

中
山
薫
助
教
授
の
出
身
地
に
つ
い
て
。
ま
た
、
閲
覧
停

止
後
の
史
料
室
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
や
史
料
室
所
蔵

史
料
の
目
録
刊
行
な
ど
に
つ
い
て
。
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・ 
内
村
鑑
三
と
新
渡
戸
稲
造
の
学
歴
表
記
に
つ
い
て
。

・ 『
郡
司
成
忠
大
尉
』
の
著
者
で
あ
る
高
木
卓
に
つ
い
て
。

・ 

終
戦
翌
年
の
昭
和
二
一
年
に
家
政
大
学
は
わ
ず
か
な
人

数
で
卒
業
式
を
行
っ
て
い
る
が
、
東
京
大
学
で
は
卒
業

式
が
行
わ
れ
た
か
。

・ 

大
学
図
書
館
の
歴
史
に
つ
い
て
。

・ 

芥
川
龍
之
介
（
大
正
五
年
卒
）
の
在
学
し
た
当
時
の
キ
ャ

ン
パ
ス
風
景
に
つ
い
て
。

・ 

航
空
研
究
所
資
料
（
一
九
三
八
～
一
九
四
五
年
頃
）
を

探
し
て
い
る
が
ど
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
。

・ 

曾
祖
父
が
開
成
所
で
英
語
を
学
び
そ
の
後
福
澤
諭
吉
に

学
ん
だ
よ
う
だ
が
、
開
成
所
の
史
料
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

・ 

明
治
一
〇
年
代
当
時
の
医
学
部
在
籍
者
の
席
次
に
つ
い

て
。

・ 

明
治
三
〇
年
代
当
時
の
法
科
在
籍
者
に
つ
い
て
。

・ 

祖
父
が
理
学
博
士
を
取
得
し
た
経
緯
等
に
つ
い
て
。

・ 

新
聞
で
大
学
の
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
編
集
し
て
い
る
が
、

取
材
先
な
ど
教
示
願
い
た
い
。

・ 

帝
大
時
代
に
出
入
り
し
て
い
た
業
者
の
納
品
状
況
に
つ

い
て
分
か
る
史
料
は
現
存
す
る
か
。

・ 

一
九
八
八
年
の
入
学
式
に
お
け
る
音
声
記
録
の
有
無
に

つ
い
て
。

・ 

大
正
一
五
年
に
前
田
家
と
東
大
で
土
地
の
交
換
が
行
わ

れ
て
い
る
が
そ
の
史
料
の
有
無
に
つ
い
て
。

・ 

中
山
薫
助
教
授
が
明
治
期
に
英
仏
国
に
留
学
し
て
い
る

が
、
留
学
先
の
大
学
名
が
分
か
る
か
。

・ 

明
治
三
九
年
に
法
学
部
を
卒
業
し
た
と
思
わ
れ
る
人
物

に
つ
い
て
。

・ 

平
賀
総
長
と
矢
内
原
総
長
の
葬
儀
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
一
〇
年
前
後
の
大
学
卒
業
生
に
つ
い
て
。

・ 『
第
一
高
等
中
學
校
一
覧
』
明
治
一
九
年
の
有
無
に
つ
い

て
。

・ 

史
料
室
の
現
有
ス
タ
ッ
フ
数
や
敷
地
面
積
等
に
つ
い
て
。

・ 

懐
徳
館
の
戦
前
期
の
写
真
に
つ
い
て
。

・ 

明
治
時
代
の
学
生
名
簿
に
つ
い
て
。

・ 
古
地
図
（
井
能
図
）
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、

弊
室
所
蔵
の
写
真
帖
に
な
に
か
手
が
か
り
が
あ
る
か
。

・ 

近
衛
文
麿
に
つ
い
て
執
筆
中
で
あ
る
が
、
旧
制
一
高
に

入
学
し
た
月
は
四
月
な
の
か
九
月
な
の
か
。

・ 

旧
制
一
高
に
九
月
入
学
し
た
場
合
の
入
学
試
験
は
何
月

頃
実
施
さ
れ
た
の
か
。

・ 

古
在
由
直
史
料
の
閲
覧
方
法
に
つ
い
て
。

・ 

旧
制
一
高
（
寮
歌
等
）
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

・ 

井
上
哲
次
郎
の
書
簡
に
つ
い
て
。

・ 

幕
末
に
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
た
使
節
団
が
持
ち
帰
っ
た
中

に
人
体
の
解
剖
模
型
（
キ
ン
ス
ト
レ
ー
キ
）
が
あ
り
、

金
沢
大
学
、
長
崎
大
学
な
ど
で
は
所
在
確
認
で
き
て
い

る
が
東
京
大
学
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
。

・ 

明
治
三
五
年
に
卒
業
し
た
と
思
わ
れ
る
人
物
の
卒
業
論

文
や
成
績
を
知
り
た
い
。

・ 

旧
制
第
一
高
等
学
校
は
、
現
在
の
ど
こ
に
あ
っ
た
学
校

か
。

・ 

明
治
三
〇
年
代
の
総
長
名
に
つ
い
て
。
ま
た
、
山
川
健

次
郎
が
総
長
だ
っ
た
の
は
い
つ
か
。

・ 

江
橋
慎
四
郎
名
誉
教
授
の
学
徒
出
陣
壮
行
会
で
の
答
辞

に
つ
い
て
。

・ 

明
治
一
九
年
に
制
服
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
の

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
あ
る
か
。

・ 

現
在
の
赤
門
の
あ
る
場
所
は
創
建
当
時
と
同
じ
場
所
か
。

・ 

史
料
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
停
止
と
あ
る
が
、
い

つ
頃
ま
で
停
止
か
。

・ 

大
学
東
校
の
写
真
が
手
元
に
あ
る
が
、
い
つ
頃
の
も
の

か
な
ど
判
定
で
き
る
か
。

・ 

井
上
哲
次
郎
の
資
料
は
複
写
で
き
る
か
。

・ 

安
田
講
堂
と
総
合
図
書
館
は
ど
ち
ら
が
早
く
で
き
た
の

か
。

・ 「
加
藤
弘
之
日
記
」
明
治
一
九
～
二
三
年
に
つ
い
て
閲
覧

し
た
い
。

・ 

明
治
四
二
～
四
四
年
に
外
国
人
留
学
生
（
清
国
）
と
し
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て
東
大
に
在
籍
し
た
人
物
を
確
認
し
た
い
。

・ 
安
田
講
堂
に
学
生
ら
が
立
て
こ
も
っ
た
事
件
は
い
つ
頃

起
こ
っ
た
も
の
か
。

・ 

百
年
前
の
入
学
試
験
問
題
に
つ
い
て
資
料
は
残
さ
れ
て

い
る
か
。


